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昨
年
Ｈ
月
、
兵
庫
県
神
戸
市
で
行
わ
れ
た
世
界
最
大
級
の
フ
リ
ス
ビ
ー

ド
ツ
グ
競
技
会

「Ｊ
Ｆ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
フ
ア
イ
ナ
ル
」
に
今
村
英
喜
さ
ん

（高

森

・
下
町
）
と
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

（ウ
ィ
ペ
ツ
ト
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

３
年
程
前
か
ら
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
競
技
を
始
め
た
今
村
さ
ん
は
、
全

国
の
フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
グ
が
集
ま
っ
た
競
技
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

『グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ツ
プ
』
（１
分
間
に
フ
リ
ス
ビ
ー
を
投
げ
た
距

離
や
回
数
を
競
う
）
で
見
事
優
勝
し
、
日
本

一
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

今
村
さ
ん
は
、
『
ロ
ン
グ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
』
（犬
の
キ
ャ
ツ
チ
ン
グ
の

距
離
を
競
う
）
で
も
優
勝
し
２
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

今村英喜さん&WEED
7:′ スピートツク競技の日本一に ! ]V

華麗にフリスビーをキャッチするWEED

今村さんとWEED

個目罰回国園醸

ガ
牛嶋 薫さん
上色見・大村 20歳

●お仕事

高森警察署内に事務局

のある防犯協会で働い

ています。

●趣味

買い物。 ドライブ。
●一番やりたいこと

車で日本中を旅したい。

●理想のタイプ

仕事を頑張る人。元気

な人。

高森町マスコット

高森町の人口の動き
世帯数/2,665戸 (+2)
男 :3,665人 (-4)/女 :4,007人 (+1)
総 数/7,672人 (-3)
(平成15年 12月 31日 現在)

■■■■■■■EP'

」膀人を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
JЧりLこれから大人としていろいろな権利や自由を得
たわけですが、同時に責任や義務を果たさなければ

なりません。
これを機に、一度自分を見つめ直してみてはいか

がですか。そして自分の信じる道を進み、周りも自

分も幸せにできる大人になってくださいね。
これから、1年間が年々早く感じますよ。

‖o,534 平成16年 2月 5日 発行
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株)熊本新生社印刷
′日、ど|´、ぃn
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古紙配合イ100。 ■′1■ 1(を使用して,ヽます

少しだけシャイなところがあり

ますが、大好きなアンパンマン

のようにいつも元気です。

父 荒牧 義治さん
母    弘子さん

(高森・村山)

■1ど・
憶
lま お

荒牧 ′真央ちゃん

2歳

森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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で
も
入
学
で
き
ま
す
。

◎
前
に
在
籍
し
た
高
校
で
の
習
得

単
位
は
認
め
ら
れ
、
２
年
又
は

３
年

へ
の
転
入

。
編
入
も
で
き

ま
す
。

※
願
書
受
付
期
間

平
成
１６
年
３
月
１
日
（月
）
か
ら

平
成
１６
年
３
月
２９
日
（月
）
ま
で

鰊
お
問
い
合
わ
せ
先

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校

熊
本
校

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

‐
７

３

３

０

通
信
制
高
校
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か

高
校
卒
業
の
資
格
を
得
た
い
と

●

願
う
人
で
、
毎
日
は
学
校
に
通
う

こ
と
の
で
き
な
い
事
情
に
あ
る
人

が
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
通
信
機
関

（郵
送

・
放
送
）
を
利
用
し
て
学

習
を
進
め
る
教
育
制
度
で
す
。
入

学
の
際
は
学
力
検
査
や
身
体
検
査

な
ど
は
行
わ
ず
、
志
願
者
の
就
業

の
有
無
や
年
齢
は

一
切
問
い
ま
せ

ん
。本
校
は
普
通
科
で
、
４
年
修
業

で
す
。
ま
た
、
条
件
を
満
た
せ
ば

３
年
修
業
コ
ー
ス
に
入
り
３
年
で

卒
業
で
き
ま
す
。

※
出
願
期
間

平
成
１６
年
２
月
２０
日
（金
）
か
ら

平
成
１６
年
３
月
‐９
日
（金
）
ま
で

順
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

７

２

‐
５

３

７

２

一儡
糀
揚
＝
楔
鰊

糀
絣
金
相
談

メ
貯
聴
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

Ｌ
と
　
き
　
２
月
２７
日

（金
）

午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

杢
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（中
会
議
室
）

●配
ご
と
相
談

TEL 67-0020

T■ 62-0216

TEL 62-0646

TEL 68-0111

TEL 67-2333

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬原 内科 医 院

立 野 病 院

中 本寸 医 院

2月 15日

2月 22日

2月 29日

3月 7日

3月 14日

おくやみもうしあげます
2003年 12月 受付分   (敬称略)

(住 所 )

高森・村山

色見・山鳥

高森・旭通

高森。村山

永野原・小仲野

高森。上在

芹口・菅の迫

嘔

(死亡者 )

田上 光明

本川

洋 士
1工 口

今

ヽ

村

工藤

本田 國男
工藤猪次郎

ありがとうござし
〈敬称略)

作齢)(御遺族 )
66 田上 トヨ子

94本川 信子
76住吉 信昭
98今村 敏幸
78工藤ケサミ
75本田コフユ

89工藤 健一

”
ヨ
涼
玉

の
司
会
は

さ
ん
（上
色
見
。

さ
ん

（高
森

善 責 の 灯
まヽした

華
や
か
な
晴
れ
着
姿
の
成
人
者
た
ち

１
月
３
日
、
『高
森
町
成
人
式
』
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は
８６
人
。
町
内
で
仕
事
に

励
む
人
や
熊
本
市

・
遠
方
に
就
職
、
就
学
し
て
い
る
人
な
ど
、

正
月
の
帰
省
者
を
含
め
７３
人
が
式
に
参
加
し
ま
し
た
。
式
で

は
藤
本
町
長
が

「皆
さ
ん
は
、　
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
厳

粛
な
る
成
人
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

時
代
の
推
移
と
地
域
社
会
に
目
を
向
け
、
よ
り

一
層
教
養
と

英
知
を
養
い
、
激
動
す
る
日
本
の
頼
も
し
い
担
い
手
と
し
て

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
成
人
者
を
代
表
し
て
下
田

康
弘
さ
ん
が

「社
会
人
と
し
て
、
責
任
あ
る
社
会
生
活
を
営

み
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

式
後
、
各
地
区
代
表
５
名
が
二
十
歳
を
迎
え
て
の
そ
れ
ぞ

れ
の
抱
負
を
述
べ
、
そ
の
後
、
成
人
者
た
ち
は
、
大
人
の
仲

●

願

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>工藤健一 大谷敬子
甲斐格 工藤正昭 岩下征一
本田コフユ 津留ノブ 内田フミ
<―般寄付>本田コフユ (入院見舞返し)

■広報送料寄付

古宮瑞枝 (東京都西多摩郡瑞穂町)

江藤光春 (長崎県大村市)

野尻逸司 (熊本市御領 )

富永高周波工業欄 (神奈川県横浜市)

津留和博 (愛知県名古屋市)

甲斐サエ子 (東京都西東京市)

■っ|.TAKAMORI TOWN-2004.2

賤咆嘔珈仁話を通して漑醸雖馘辣跛魏眩ず。

◎2月のテーマ  躙月/アレルギー憬 炎
輻火/ア トピー性皮膚炎
輻水/脂肪肝ってな一|こ
躙木/歯周病とブラツシング
輻金/]亥が長引<ときは?

躙± 0日 /おなら|こついて

熊 本
096

I=]

TAKAMOR:INF‐01RMAT10N
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１
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r
i
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l

ヽ

｝
／
ノ

．
妻

T″

誓
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■

■

一

・

島

桑

dh 中狩

ヽ

原
）
と

醐

目

∠
Ｆ
ヽ高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談

を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

野
尻
地
区

輻
と
　
き
　
２
月
‐９
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

躙
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

繭
と
　
き
　
２
月
２０
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

は
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

鰈
と
　
き
　
３
月
９
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

蒻
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

苦
饒

■

■

=

畷
畷磯
□目

[今度の温泉館休館日]

[役場の支払日]

時間 :午前 9時から午後 3時まで

診療は午前9時から午後5時まで

(高森・

385・3366
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′`交通安全宣言
駅伝大会

2月 22日 (日
午前10時
高森駅前

たこあげ:こょる
感電事故防止のお願い

今年もたこあげの季節がやってきました。

最近は、たこあげによる感電事故は発生し

ていませんが、電線にかかるたこは毎年後を

絶たず、今後とも感電事故を未然に防いでい

く必要があります。

お子さまに安心してたこあげを楽しんで

いただくためにたこは、電線のないところで

あげましょう。

もし電線にかかったときは、お近くの九州

電力までご連絡ください。

スタート

皆さんの参加と応援をお願いします。
駐在区・職場 。学校・クラブ等の参加をお待
ちしています。
鰈申し込み 。お問い合わせ先
教育委員会 (体育協会事務局)TEL 62-1111

昨年の大会

宦お問い合わせ先

九電工高森営業店

九州電力大津営業所

TEL 0967-62-2028

TEL 096-293-3311●

く
ま

も

と

エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

地
球
温
暖
化
防
止
や
家
計
の
節

約
の
た
め
に
、
各
家
庭
で
も
省
エ

ネ
ル
ギ
ー

・
省
資
源
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

県
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮

ら
し
を
実
践
す
る

「く
ま
も
と
エ

コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
録
家
庭

ヘ

は

「登
録
証
」
を
発
行
す
る
ほ
か
、

登
録
家
庭
を
対
象
と
し
た
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
球
に
も
家

計
に
も
や
さ
し
い
生
活
を
始
め
ま

し
よ
う
。

登
録
の
申
し
込
み
は
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
政
策
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

３

１
１

１

１

１

（内
線
７
３
２
０
）

十 ■■■■■

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

価
人
向
け
融
資
０

受
付
を
開
始

第
５
回
申
込
受
付
期
間

平
成
１６
年
１
月
・９
日
（月
）
か
ら

平
成
１６
年
２
月
・６
日
（月
）
ま
で

融
資

（基
準
）
金
利

…
２
・６
％

（予
定
）

平
日
の
ご
相
談
に
加
え
、
毎
月

第
１

。
第
３
日
曜
日
に
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
電
話
で
の

相
談
を
承

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

８

７

‐
２

０

０

０

（平
日
、
第
１

・
第
３
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

「‐‐回
の
教
‐育‐■
―
ン
一●

ご
案
内

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
の
入
学
、
在
学
資
金

に
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

「国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
低
利

の
う
え
手
続
き
も
簡
単
な
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
３
４
０
万
人
を
超

え
る
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
融

資
制
度
で
す
。

●

○
融
資
限
度
額

学
生

。
生
徒
お

一
人
に

つ
き

２
０
０
万
円
以
内

○
返
済
期
間

１０
年
以
内

（在
学
期
間
以
内
で

の
元
金
据
置
可
能
）

○
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

（ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
も
可
能
）

○
利
率
年
１

・
６５
％

（平
成
１６
年
１
月
１３
日
現
在
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は

「国

の
教
育

ロ
ー
ン
」

の
ほ
か
、
事

業
資
金
の
融
資
や
恩
給

。
共
済
年

金
担
保
貸
付
な
ど
各
種
の
融
資
を

行

っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
熊
本
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

５

３

１
６

１

２

１

生
徒
募
集
の‐‐
お
知
ら
せ

◎
衛
星
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を

聴
き
な
が
ら
自
宅
で
勉
強
、
レ

ポ
ー
ト
提
出
と
月
平
均
２
回

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
積
み
重

ね
、
３
年
で
高
校
が
卒
業
で
き

ま
す
。

◎
学
ぶ
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
年
齢

不
間
、
勤
労
者

。
主
婦

・
生
涯

学
習
を
目
指
す
高
齢
者
等
、
誰

Jい
0■
′

●

間
入
り
を
実
感
し
な
が
ら
、
友
人
た
ち
と
久
し
ぶ
り
の
再
会

を
喜
び
合

っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
各
地
で

「荒
れ
た
成
人
式
」
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、

本
町
の
成
人
式
は
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
若
い
力
で
明
る
く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

下田康弘さん (高森・横町)

牛嶋薫さん (上色見 。大村)
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確
定
申
告
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

所
得
税

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
「所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」

を
参
考
に
、
昨
年
１
年
間
の
所
得

金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て

納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。
確
定
申
告
書
の
提
出

は
郵
送
等
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申

告
者
の
方
は
、
確
定
申
告
書
に
「収

支
内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を

超
え
る
方

内

②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

や
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
各
種
所
得
金
額

の
合

計
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る

方
な
ど
で
す
。

贈
与
税

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を

も
ら
っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人

に
か
か
る
税
金
で
す
。

贈
与
税
が
か
か
る
の
は
、
平
成
１５

年
１
月
１
日
か
ら
・２
月
３１
日
ま
で

に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額
が

１
１
０
万
円
を
超
え
る
場
合
で
す
。

な
お
、
「あ
る
時
払
い
の
催
促

な
し
」
と
い
う
親
子
間
の
借
金
や

将
来
返
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
返

●●

す
と
い
う

「出
世
払
い
」
の
借
金

な
ど
も
贈
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

個
人
事
業
者
で
、
平
成

１３
年
分

の
課
税
売
上
高
が
３
千
万
円
を
超

え
る
事
業
者
及
び
３
千
万
円
以
下

の
事
業
者
で
、
平
成
１４
年
中
ま
で
に

「消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出

書
」
を
提
出
し
て
い
る
事
業
者
は
、

平
成
１５
年
分
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
簡
単
な
手
続
き
で
預
貯
金
口
座

か
ら
自
動
的
に
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
だ
、
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、ぜ
ひ
今
年
の
確

定
申
告
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
申
告
の
際
に
必

要
な
書
類
は
申
告
者
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

◆
給
与
、年
金
所
得
が
あ
る
人
は

○
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支

払
証
明
書

〇
年
金
支
払
証
明
書

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

は
、
源
泉
徴
収
票
（原
本
）
を

必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
を
受
け
る
預
金
通

帳
の
回
座
番
号
が
わ
か
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
（農
業
）
所
得
や
不
動
産

所
得
が
あ
る
人
は

○
収
入
や
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿

○
領
収
書

○
収
支
内
訳
書

※
所
得
の
種
類
ご
と
、
経
費
な

ど
の
科
目
ご
と
に
計
算
を
し

て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る

○
支
払

っ
た
医
療
費
の
領
収
書

や
明
細
書

○
生
命
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
明
細
書

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

人
は

〇
年
金
や
健
康
保
険
料
な
ど
の

支
払
証
明
書

◆
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保

険
料
控
除
を
受
け
る
人
は

○
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

◆
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は

○
被
災
証
明

○
被
害
を
受
け
た
住
宅
、
家
財

の
明
細
書
や
領
収
書

○
損
害
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
証
明
書

◆
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人
は
（所
得
税
申
告
の

場
合
の
み
）

○
登
記
簿
謄
本

○
住
民
票
の
写
し

○
売
買
契
約
書
ま
た
は
請
負
契

約
書

○
住
宅
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
証
明
書

昨
年
１
年
間
の
総
決
算
と
な
る
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

所
得
税
の
申
告
は
２
月
１６
日

（月
）
か
ら
、
贈
与
税
の
申
告
は
２
月
２
日

（月
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
始
ま
り
、

期
限
は
３
月
１５
日

（月
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
付
の
期
限
は
、
３
月
３１
日

（水
）
で
す
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
窓
回
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

1平成 15年度

口阿蘇広域行政事
■採用予定職種及び

介護± 1名程度

■受験資格

昭和51年 4月

介護福祉士の

■受付期間

平成16年 2

■第 1次試験

平成 16年 3

■第 2次試験日及び試験地

未定

■試験についてのお問い

阿蘇広域行政事務組合 事務局

2日 から昭和61年 4月 1日 までに生まれた方

員の免許の内いずれかの

月 16日 (月 )か ら平成 16
日及び試験地

月10日 (水 ) 阿蘇広域行政事務組合 (大阿蘇環境セン

日までに准看護師以上の免許、

得できる方

ター 「未来館」)

で、採用

免許を取

総務課総務係 TEL 0967-24-5111

申
生
回
の
際
一に
準
備
す
る
も

●   ●

は

？

／
４

○
印
鑑
（認
印
）

○
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た

申
告
書
を
お
持
ち

の
方

は
、
そ
の
「申
告
書
」
や
「収

支
内
訳
書
」

熊本県隧餅倅猾影綸鍮

生徒募集のお知らせ
熊本さわやか長寿財団では、高齢者の健康と生きがいづくりを目的に「熊本さわやか大学校」を

開催しています。 1年間にわたる幅広い学習や体験を通して、生きがい再発見、社会参加、さらに
は、新たな交流のきっかけづくりをしませんか。

◆入学資格

◆募集定員

◆募集期間

◆講座内容

◆開催日時

◆受講期間

◆会  場

◆受講料等

◆申込方法

県内在住で、学習意欲のある 60歳以上の人
(昭和19年 4月 1日以前に生まれた人)

熊本校100名、八代校80名 (定員を超えた場合は抽選となります)

平成16年 2月 16日 (月 )か ら平成 16年 3月 15日 (月 )まで

健康講座、痴呆講座、身近な法律問題、ボランティア実践入門、スポーツの

すすめなど年間40講座、楽しく役立つ講座がたくさんあります。

熊本校 :毎週水曜日 13:30～ 15:30
八代校 :毎週火曜日 13:30～ 15:30
平成16年 4月から平成17年 3月 まで

熊本校 :熊本県総合福祉センター (熊本市南千反畑町 3-7)
八代校 :やつしろハーモニーホール (八代市新町4-1)
入学金 :1,000円    受講料 :7,000円
役場保健福祉課または教育委員会に置いてありますバンフレットにてお申し

込みください。

■お問い合わせ先・・・熊本さわやか長寿財団 TEL 096-354-3083
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■
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申
告
が
必
要
な
方

平
成

１６
年
１
月
１
日
現

在
、
本
町
に
居
住
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で

す
。
①
農
業

。
そ
の
他
事
業
を
営

ん
で
い
る
方
、
不
動
産
な

ど
の
所
得
の
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整

を
さ
れ
て
い
な
い
方
、
ま

た
は
前
年
中
に
退
職
し
た

方
③
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
る

方
④
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方

塚
お
問
い
合
わ
せ
先

申
告
が
必
要
な
い
方

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
た
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与

以
外
に
は
所
得
が
な
く
、

勤
務
先
か
ら
町
長
あ
て
に

年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い

る
方

③
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ

る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
方

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

高
森
町
役
場
　
税
務
課
　
町
民
税
係

ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
６
４
・
１
６
５
）

●

住
民
税

（町
県
民
税
）
の
申
告
は
、
住
民
税
の
課
税
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
の
算
定
、
児
童
手
当
の
受
給
要

件
、
各
種
証
明
書
な
ど
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
必
ず
期
限
内
に
申
告
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平成16年度(平成15年分所得)申告受付会場

●

●   ●

平成 16年 9月 18日～ 19日 の両日、阿蘇郡において熊本県民体育祭が開催されます。こ
の大会は、広 く県民の間にスポーツを普及し、県民の健康増進とスポーツ精神の高揚をはか

り、明るく豊かな県民生活の進展に寄与することを目的として開催され、阿蘇郡の大会を豊

かな自然と環境に配慮したスポーツの祭典にしたいと考えております。この大会を開催する

にあたリスローガンを募集します。

○ス回―ガンについては、阿蘇郡の特色をいかすものであること。

※阿蘇郡の自然・環境・文化などの阿蘇大会をイメージするもの。

晰応募方法

○スローガンは阿蘇郡内の小中学校・高校生及び一般から募集する。

○応募された作品は各小学校 。中学校 。高校でまとめ各学校で審査の上 5点を選出し、各
学校の所在する教育委員会に提出する。

○一般の方の標語は各町村教育委員会に提出する。

○作品には住所、氏名、年齢、職業 (学生は学校名 。学年)を明記すること。

ゆ提出期限

○各町村教育委員会への提出は、平成 16年 2月 27日 (金)まで

■表  彰
最優秀賞 1点 (賞状・記念品)  優秀賞  3点 (賞状・記念品)

躙お問い合わせ先…第 59回熊本県民体育祭阿蘇郡実行委員会事務局 (熊本県阿蘇総合庁舎内)
TEL 0967-22-3805※申告は、 いの地区の申告受付日に済ませましょう。

※ 3月 12日 及び 15日 は混雑が予想され、長時間お待ち願うことがありますので、ご了承ください。

住
民
税
の
申
告

投票日前でも直接投票箱に
投票できるようになりました

平成■5年 12月 1日から公職選挙法の一部が改正され、
『期日前投票制度』が新たに創設されました。

期日前投票制度とは、選挙期日に仕事や用務があるなど現行の不在者投票事由に該当すると見

込まれる方が、選挙期日前であっても、選挙期日と同じく直接投票箱に投票用紙を入れることが

できる仕組みで、従来の市区町村における不在者投票に替わるものです。

これにより不在者投票は、原則期日前投票に移行します。病院、老人ホームなどにおける不在

者投票については従来どおり行われますが、投票開始 日が選挙期 日の公示日又は告示日の翌日」

に変更されますので注意が必要です。

従来の不在者投票               ・

期日前投票

〉
独

Ｆ 祓
記載場所にて は
投票用紙への ly
記載   ‐

不在者投票管理者ヘ

提出し、外封筒に

立会人が署名

投票管理者が

受理を決定し

たものを開封

投票管理者が

投票用紙を

投票箱ヘ

投票用紙を

内封筒ヘ

外封筒へ入れ

選挙人が署名

選挙人が

投票用紙を

直接投票箱ヘ

期日前投票所にて

投票用紙への記載

2月 16日 (月 ) 天神・上町 横町

旭通 (1～ 11糸D 旭通 (12～ 22組 )2月 17日 (火 )

2月 18日 (水 ) 昭和 (1～ 14率D 日召禾口 (15′ヽ́28糸且)

2月 19日 (木 )

2月 20日 (金 )

所得税・消費税納税相談   ―阿蘇税務署―
(確定申告が必要な方は、できるだけこの日に申告願います)

2月 23日 (月 ) 村山・上在 下 町

冬野・津留

林業総合センター

2月 24日 (火 ) 森

2月 25日 (水 ) 津留 1 津留 2

2月 26日 (木 ) 野尻 1 野尻 2・ 尾下 1

2月 27日 (金 ) 野尻全地区で相談日に来場できない方

野尻林業センター

河原老人憩いの家3月 1日 (月 ) 尾下 2・ 河原 2 河原 1

3月 2日 (火 ) 草部 (社倉) 草部 (社倉以外 )

3月 3日 (水 ) 芹 口 菅 山

3月 4日 (木 ) 永野原 下 切

草部基幹

集落センター

3月 5日 (金 ) 草部全地区で相談日に来場できない方

3月 8日 (月 ) 夕じ革田 中 旧JA北部支所
3月 9日 (火 ) 洗川・大村 中原・前原

3月 10日 (水 ) 井上・戸狩・山鳥 小倉原・西丁・中園

3月 11日 (本 ) 高森・色見・上色見地区で相談日に来場できなかった方

3月 12日 (金 )
3月 15日 (月 )

上記相談日に来場できなかった方

林業総合センター

第
５９
回
熊
本
県
民
体
育
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集
”
¨
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手続がカンタンに !日 (曜 日)
地  区  名

会   場
9時～ 11時 13時

～
15時



じ

ん人

権

昨
年
Ｈ
月
に
開
催
し
ま
し
た

「す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ
ｉ

ｎ
た
か

だ

い
　

　

か
い
た
か

も
り

ま
ち

じ
ん

け
ん

け

い

も

り

」

（
第

６

回

高

森

町

人

権

啓

は

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
も
り

発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
で
、
高
森

ち

ゅ
う

が

っ
こ
う

　
　
　
　

ね
ん

せ
い
　
　
　
　

め
い

中

学
校
の
３
年
生

（５７
名
）
が

「私
の
選
ん
だ
道
～
そ
れ
ぞ
れ
の

と
う
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

峠

～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
人

け
ん
　
　
か
か
　
　
　
　
げ
き
　
じ

よ
う
え
ん

権
に
関
わ
る
劇
を
上
演
し
ま
し
た

し

よ
う
か
い

の
で
紹
介
し
ま
す
。

《
あ
ら
す
じ
》

第

一
幕
で
は
、
中
学
校
３
年
生

し
ん

ろ

せ
ん
た
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
ぎ

よ
う

で
の
進
路
選
択
に
あ
た
り
、
農
業

こ
う
こ
う
　
　
　
　
し
ん
が
く

　

　

き

ば
う

高

校

へ

の

進

学

を

希

望

し

て

い

た

し
ゆ
じ
ん

こ
う
　
　
　
　
お
や
　
　

か́
く
　
　
　
し

ゅ
う

い

主

人

公

が

、

親

を

含

め

た

周

囲

の

ひ
と
び

と

　

　

さ

べ
つ

い

し
き

　

　

ぎ

も
ん

　

　

も

人
々
の
差
別
意
識
に
疑
間
を
持
ち

じ

ぶ
ん

　

　

い

　

　

か
た

な
が
ら
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て

模
索
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
と

つ
よ

　
　
え
い
き
よ
う
　
　
う

き
に
強
く
影
響
を
受
け
た
の
が
、

被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
た
友
人

ゆ

う

じ

ん

　

　

　

　

こ

う

こ
う

だ

っ
た
の
で
す
。
友
人
は

「高
校

ぶ

ら
く

さ

べ
つ

で

部

落

差

別

を

は

じ

め

あ

ら

ゆ

る

さ

べ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ん
き

ょ
う

差
別
を
な
く
す
た
め
に
勉
強
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
差
別
を

サ
ー
ク
ル
が
あ
る
高
校

へ

へ
進
学
し
て
い
き
ま
す
。

だ

い

に

ま
く
　
　
　
　
　
　
せ
い
じ
ん
　
　
　
　
じ
ゅ
じ
ん

第

二

幕

で

は

、

成

人

し

た

主

人

こ
う
　
　
こ
い
び
と
　
　
　
　
け

っ
こ
ん
　
　
も
う

　

　

こ

公
が
恋
人
か
ら
結
婚
を
申
し
込
ま

よ
ろ
こ　
　
　
　
う
　
　
　
い
　
　
　
　
し
ゅ

れ
ま
す
。
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
主

人
公
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て

こ
い
び
と
　
　
　
み
ず
か
　
　
し
ゅ
っ
し
ん
　
　
ひ
　
さ

べ
つ

恋
人
か
ら
自
ら
の
出
身

（被
差
別

ぶ

ら
く

　

　

　

　

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
た
い

部
落
）
を
告
げ
ら
れ
ま
す
。
反
対

し

ゅ
じ
ん

こ
う

　

り

ょ
う

し
ん

　

　

ふ

た

り

す
る
主
人
公
の
両
親
。
二
人
は
、

ね
ば
　
　
づ
よ
　
　
せ
っ
と
く
　
　
つ
づ

粘
り
強
く
説
得
を
続
け
て
い
き
ま

み
ず

か
　
　
　
　
お
　
　
　
た

　

　

　

　

か
た

す
。
自
ら
の
生
い
立
ち
を
語
り
な

ぶ

ら
く

さ

べ
つ

が

ら

、

部

落

差

別

の

お

か

し

さ

を

つ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
び
と
　
り
ょ
う
し
ん

伝
え
て
い
く
恋
人
。
両
親
は
、
そ

ひ
と
が
ら

　

　

い

　

　

か
た

　

　

ふ

の
人
柄
や
生
き
方
に
触
れ
、
し
だ

い
に
部
落
差
別
の
お
か
し
さ
に
気

ふ

た

り

づ
い
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
二
人

は
、
祝
福
さ
れ
て
結
婚
。

ち
ゅ
う
が
く
せ
い
　
　
お
も

《
中
学
生
の
思
い
》

こ
の
劇
を
通
し
て
、
何
よ
り
私

た
ち

一
人
ひ
と
り
が
部
落
差
別
を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
ゆ
る
さ

さ

べ
つ

か
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
知
ら
な
い
こ
と
、
知
ろ
う
と

さ

べ
つ
　

　

う

　

　

　

　

く
る

し

な

い

こ

と

が

差

別

を

生

み

、

苦

か
な
　
　
　
　
　
　
　
う

し
み
や
悲
し
み
が
生
ま
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
も
学
び

つづ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
べ
つ

続
け
な
が
ら
、
差
別
を
な
く
し
て

い

　

　

か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

い
く
生
き
方
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

《
感
想
》

こ
の
中
学
生
の
思
い
、
願
い
を

じ
ん
け
ん
げ
き
　
　
お
わ

た

だ

の

人

権

劇

に

終

お

と

な

ら
せ
る
こ
と

じ

か
く

　

　

も

な
く
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ふ

だ
ん
　
　
せ
い
か
つ
　

　

い
　
　
　
　
　
　
あ
か

ち
、
普
段
の
生
活
に
生
か
し
、
明

じ
ん
け
ん
そ
ん
ち

ょ
う
　
ま
ち

る
い
人
権
尊
重
の
町
に
し
た
い
も

の
で
す
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

か

た

　
　
　

い

　

し

る
。
」
と
い
う
固
い
意
志
を
も

っ

て
い
ま
し
た
。
主
人
公
は
、

し
０
う
い
　
　
ひ
と
び
と
　
　
せ

っ
と
く
　

　

　

　

き

お
や
日

¨

立
本
ぼ

う

号や

周
囲
の
人
々
を
説
得
し
て
希
望
校

、
差
別
を
な
く
し
て
い
く
、
と

お
も
　
　
　
　
つ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

う
思
い
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま

ど

う

じ
　

　

　

ち

ょ
う
み
ん
　
　
か
た
が
た

た
。
同
時
に
、
町
民
の
方
々
に

つ
た

　

　

　

　

さ

べ
つ

の
お
か
し
さ
を
伝
え
、
差
別
の

し

ゃ
か
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
が

い
社
会
に
し
た
い
、
と
い
う
願

い
を
込
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
差

べ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

別
を
な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
生

に
生
き
て
い
く

な
の
か
、
ど
う

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

●

第
２０
阿
体
の

虫
ま
つ
り

３
月
は
阿
蘇
郡
各
地
で

「阿
蘇

の
火
ま
つ
り
事
業
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
郷
土
芸
能
や
物
産
市
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
お
祭
り
で
す
。

県
内
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
県
な
ど

九
州
各
地
か
ら
の
観
光
客
の
方
々

で
賑
わ
い
ま
す
。

皆
様
方
も
ぜ
ひ
郡
内
各
町
村
で

開
催
さ
れ
る
お
祭
り
に
ご
来
場
い

た
だ
き
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

皆
様
方
の
お
い
で
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

け

ん

進たな
く
す

が
く学
す

な そ し い ずし た が き
て め り 方だ
い に な ヤこ
か 何俺が は

/υ
■  '1)

夫仁豊絶私F
切らか た

~

ち
がヽ
人Ё
と
つ
な

●

●   ●

早春の高森の大イベント「新酒とふるさとの味まつり」が2月 14日 のオープニングセ レモニーを

りに3月 14日 のラス トイベントまでのlヶ 月間開催されます。期間中は、町内の飲食店や宿泊施設でオ

リジナルのおすすめ一品料理と期間限定寒造り新酒がお召し上がりになれます。お気軽にどうぞ。(有料 )

※オープニングセレモニー、夜なべ暖義の募集 0受付は観光協会まで。

2月 14日 (土)午後3時50分～   会場/イ ベント列車 (南阿蘇鉄道 )
じ
ん
　

　

け

人
鶴
啓
忙
縣
冬
鰈
介

◎
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

◎
わ
に
な
ろ
う

◎
手
を
つ
な
げ
ば

ぼ
く
ら
は
み
ん
な
　
と
も
だ
ち
だ

高
森
中
央
小
学
校
２
年
　
本
　
田

た
す
け
合
う
の
が
　
友
だ
ち
だ

高
森
中
央
小
学
校
２
年
　
仁
田
水

け
ん
か
を
し
な
い
　
友
だ
ち
だ

高
森
中
央
小
学
校
２
年
　
谷
　
川

笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
町
に
な
る

高
森
中
央
小
学
校
２
年
　
福
　
留

み
ん
な
は
な
か
ま
　
あ
そ
ぼ
う
よ

高
森
中
央
小
学
校
２
年
　
津
　
留

◎
い
じ
め
な
い

◎

い
じ
め
な

い

第[
6
回 |:
高ふ
森 :
町香
人え
権え
啓 |(
発ζ
フ
エ

ス
フ
~

イ
バ
リレ
啓

`発:
標 i
語 3
の
中奈
か
ら

オープニングセレモニー
るなべ暖襲13荘ガ峰C

κ重う)
と_y

だ¬

(l」おいしいお酒とそれぞれに工夫を
凝らした郷土料理をご堪能ください。

■料金/2,000円 (新酒・ふるさと弁当付 /税込)
■募集/50名

会場/高森霊楽村

■料金/4,000円 (|

「すまいるフェスタ」で人権劇を発表する高森中学校 3年生
は
つ

　

ひ
ょ
う

ご

　

　

し
ょ
う
　
　
か
い

しゃれフレンチ
■募集/40名

2月23日 (土)午後6時～  会場/かすい    3月 7日 (日 )正午～

新1洒 !やまめ !高編にわが! 早奮!山栞のお
■料金/4,000円

`税

込)■募集/30名      ■料金/4,500円 (税込)

幸
士
朗

世
　
央

2月 29日 (日 )午後1時～  会場/田楽奥阿蘇  3月 13日 (土)午後6時～  会1場ノ山見茶屋
創作なぺと新,酉      新創作料理   |   |■
■料金/3,000円 (税込)■ 募集/30名      ■料金/5,ooO円 (税込)■募集/50名   ||

3月 14日 (日 )正午～午後3時  会場/高森駅前公園  ●高森伝統芸能

ラストイベント   :誦 票転羅)など
1月 11日 、解放子ども会による「どんどや」が行われました

恒  佳  キ

星  帆  コ

ロ

3月  5日 (金 ) 17:00～ 18:00 火入れ式 阿蘇神社 0967-24-5117

3月 6日 (土 ) 16:30′ ′ヽ19:00 阿蘇ぶるまい 阿蘇町総合センター 0967-32- 1111

3月 14日 (日 ) 12:00へ′15:00 新酒とふるさとの味まつ り 高森駅前公園 0967-62-2233

3月 18日 (本 ) 18:00´V20:00 火振り神事 阿蘇神社参道及び隣接地 0967-22-3111

3月 20日 (土 ) 18:00～ 20:30 薪能 阿蘇神社 0967-24-5117

3月 20日 (土 ) 10:00へ′15:00 モーモーグルメフェア うぶやま牧場 0967-25-2211

3月 20日 (土 ) 14:00へ′20:30 山ノ神まつり 俵山交流館「萌の里」及び俵山山麓周辺 096-279-3111

3月 21日 (日 ) 神楽とそば手打ち体験交流 道の駅波野「神楽苑」 0967-24-2001

3月 21日 (日 ) 9:00へ′14:00 長陽スポーツフェスタ ちょうよう21ツインアリーナ周辺 0967-67- 1111

3月 下旬～4月 上旬 10:00^′ 17:00 南阿蘇桜さくら植木まつり 一心行の大桜周辺 0967-62-9111

ム
（「
】
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蜃
☆
　
　
★

のお次口らせ

‐■   1.     .__‐
.‐   ‐‐.

‖ヽ‐、 |‐  ヽ、:鰤

あつたが古塁糾理のタベ

‐‐1… .― rl・ 圃□圃固 圏囃隕陶 開催場所 囲翻理緻囃鰈

10:00へ′14:00

■お問い合わせ先   高森町観光協会 TEL 0967-62-2233



保 健 師 か ら

あなたへの 濾‐輻:蒻蟻‐診議しょう

2004年度のスポーツ安全保険が 3月
より加入受付開始 !

子供会や運動クラブなど 5人以上の
団体であれば加入できます。

加入して万一のけがや賠償責任に備え

ましょう。

心臓マヒなどの突然死に対しては見舞

金が支払われます。

あ

っ
危
な
い
―
と
転
び
そ
う
に

な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
っ
さ
の
時
に
踏
ん
張
り
き
れ
る

足
腰
の
筋
力
や
柔
軟
な
身
の
こ
な

し
に
自
信
が
あ
り
ま
す
か
。

高
齢
者
に
多
い
転
倒
・骨
折

寝
た
き
り
の
原
因
で
２
番
目
に

多
い
転
倒
。骨
折
。
町
で
も
介
護
保

険
認
定
の
原
因
疾
患
は
、
脳
血
管

疾
患
に
次
い
で
第
２
位
に
骨
折
・

関
節
疾
患
が
き
て
お
り
、
特
に
女

性
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
の
段
差
に

つ
ま
ず

い
た

り
、
廊
下
や
階
段
で
滑

っ
た
り
、
ふ

ら
つ
い
た
り
し
て
転
倒
事
故
が
発

生
し
ま
す
。
し
か
し
、
転
び
や
す
い

人
、
あ
ま
り
転
ば
な
い
人
と
個
人

に
よ
り
「転
び
や
す
さ
」
は
変
わ
っ

て
き
ま
す
ｃ

転
び

や
す
さ

の
危
険
度

チ

ェ
ッ
ク

①
こ
の
１
年
間
で
転
倒
し
た
こ
と
が
あ
る

②
横
断
歩
道
を
青
信
号
の
間
に
渡
り
き

る
こ
と
が
で
き
な
い

③
ｌ
ｋｍ
ぐ
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で

き
な
い

④
片
足
で
立

っ
た
ま
ま
靴
下
を
履
く
こ

と
が
で
き
な
い

⑤
水
で
濡
れ
た
タ
オ
ル
や
雑
巾
を
き
つ

＜
絞
る
こ
と
が
で
き
な
い

⑥
こ
の
１
年
間
に
入
院
し
た
こ
と
が
あ
る

⑦
立
ち
く
ら
み
を
す
る
こ
と
が
あ
る

③
今
ま
で
に
脳
卒
中
を
起
こ
し
た
こ
と

が
あ
る

Ｃ
今
ま
で
に
糖
尿
病
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る

⑩
睡
眠
薬
、
降
圧
剤
、
精
神
安
定
剤
を
服

用
し
て
い
る

・

①
日
常
、
サ
ン
グ
ル
や
ス
リ

ッ
パ
を
よ

く
使
う

⑫
家

の
中

で
よ
＜

つ
ま
ず

い
た
り
、

滑

っ
た
り
す
る

⑬
（新
聞
や
人
の
顔
な
ど
）
目
が
よ
く
見

え
な
い

⑭
（会
話
な
ど
）
耳
が
よ
く
聞
こ
え
な
い

①
転
ぶ
こ
と
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

た
め
、
外
出
を
控
え
る
こ
と
が
あ
る

※
該
当
す
る
項
目
が
多

い
ほ
ど
、

筋
力
低
下
。
バ
ラ
ン
ス
能
力

の

低
下
。
環
境
等
に
よ
り
転
び
や

す
さ
の
危
険
度
が
高
く
な

っ
て

き
ま
す
。

転
ば
な
い
生
活
の
た
め
に

転
倒
事
故
は
意
外
と
屋
内
で
多

く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

・
室
内
は
整
理
整
頓
を
心
が
け
、　
コ
ー

ド
類

・
敷
物
は
じ
っ
か
り
と
固
定
し

た
り
壁
に
這
わ
せ
た
り
な
ど

工
夫
し

ま

し

ょ

う

。

・
段
差
が
あ
る
と
こ
ろ
は
手
す
り
や
滑
り

止
め
の
活
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
足
元
を
照
ら
し
見
え
や
す
く
し
ま

し

よ

う

。

・
室
内
で
は
ス
リ
ッ
パ
を
控
え
ま
し
ょ
・２

・
高
い
と
こ
ろ
に
は
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ラ
ン
ス
能
力

・
歩
行
能
力
を
高
め
る

筋
力
体
操
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

軒
ば
な
い
仕
轟
ｔ
事
ろ
た
あ
い

(加入区分 ごとに 5人以上でご加入 ください)

※対象となる事故の範囲
「団体の管理下における活動中」の事故と「その往復中」の事故 (学校の管理下を除く)
「AW」 においては 「団体の管理下における活動中とその往復中」とそれ以外の「個人活動中」の
事故 (学校の管理下を除く)

※「AW」 における「個人活動中」の傷害保険事故の場合には、 日射 。熱射病及び細菌性食物中毒は
対象となりません。

※「子どもと一緒にスポーッ活動を行う大入」とは、子どもへの実技・理論指導 。その補助などを行
う高校生以上の生徒、学生、社会人などを言います。

※「子どもと一緒にスポーッ活動を行わない大人」とは、子どもの団体活動の支援として、団体員の

送迎、応援、活動の準備 。後片付けのみを行う高校生以上の生徒、学生、社会人を言います。

○保険期間
。平成16年 4月 1日 ～平成17年 3月 31日 まで (3月 中に申込の場合 )
・掛金を振込んだ日の翌日～平成 17年 3月 31日 まで (4月 1日 以降に 申込の場合)

●   ●

●   ●
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・中学生以下の子ども
・スポーツ活動を行わな
い大人

A 500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体賠償 1人

1事故

免責 (自 己負担)

財物賠償 1事故

免責 (自 己負担)

1億円

5億円

1,000円

500万 円

1,000円

00万 2,000円

団 体 活 動 中 )

3,150万円 5,000円

(

|

円
|

|

|

上記補償に

身体・財物賠償合算
1事故 500万 円を加算

免責 (自 己負担)各 1,000円

突然死

(急 性 心 不 全、
脳 内 出 血 等 )
160万円

中学生以下の子ども AW 1,050円

100万 500円

個 人 活 動 中 )
|

150万円1 1,000円

|

(

|

円
|

|

|

身体・財物賠償合算

1事故 500万 円
免責 (自 己負担)  1,000円

対 象 外

AC 1,000円 1,000万 円 2,500円 1,000円

子

ど

も

の

団

体

・子どもと一緒にスポー

ツ活動を行う大人 (指
導者など)
※ 5名以上の子どもと一
緒に加入してください

C 1,500円 2,000万 円 3,000万 円 4,000円 1,500円

身体賠償 1人

1事故

免責 (自 己負担)

財物賠償 1事故

免責 (自 己負担)

1億円

5億 円

1,000円

500万 円

1,000円

突然死

(急 性 心 不 全、

脳 内 出 血 等 )
160万円

文化活動、ボランティア
活動及び地域活動
(ス ポーツの指導及び審
判、ダンス・踊り等を除く)

A 500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

老人クラブなど 800円 600万 円 900万 円 1,800円 1,000円

・大人のスポーツ活動
(野外活動、身体運動を含む)

C 1,500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

危険度の高いスポーツ活動 D 9,000円 500万 円 750万 円 1,800円 1,000円

身体賠償 1人

1事故

免責 (自 己負担)

財物賠償 1事故

免責 (自 己負担)

1億円

5億円
1,000円

500万 円
1,000円

突然死

(急 性 心 不全、

脳 内 出血等 )
160万円

国民年金保険料は、その年に納付した全額が社会保険料控除として認められます。

税の申告の際には、その年に納付した保険料の総額を該当する欄に記入するだけで、本来は

国民年金保険料領収証の添付義務はありません。ただし、納付した保険料の額の確認のため領

収証の提示を求められることもありますので、領収証は大切に保管してください。

なお、市町村では「国民年金保険料納付証明書」を発行することができません。

税の申告につきましては、平成15年 1月 から12月 までに、実際に納付した金額になりますの

}

で、領収証及び口座を確認してください。

平成 15年 1月 から12月 までの保険料額は、定額保険料

付加保険料

13,300円

400円
(lヶ 月分 )

●お問い合わせ先  住民生活課 国民年金係  TEL 62-1111(内線 132)

7 TAKAMORI TOttN-2004.2

錢 ▲

■お問い合わせ先   スポーツ安全協会熊本県支部  TEL 096-388-1581

険 額 )団

体
対象となる団体

入

分

加

区
掛 金

死  亡
後遺障害
最 高

入 院

(日額)

通 院

(日額 )

賠償責任保険

(補償限度額 )
共済見舞金

|

1,500万 円

>  国民年全だより 〈
税の申告に備えて ◆保険料の領収証は大切に保管しましょう



岩下敬公さん (色見・丼上)

法務え臣から感謝状
●   ●

長年、人権擁護委員として国民の人権

の擁護と人権思想の普及高揚に尽くされ

た岩下敬公さんに、法務大臣からの感謝

状が贈られました。

朝食メニューコンクール優秀賞

～すまいるフェスク inたが七り～

チーズ中焼き
□材料 (1人分 )

適量

適量

少々

□作 り方

①卵をよく溶きほぐし、砂糖、塩を入れ混ぜる。

②フライバンに油を熱し、卵焼きをつくる。

途中でチーズをはさんで焼く。

(高森東中2年 本田 幸希)
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○牛乳・乳製品はカルシウムの王様です

牛乳はコップ 1杯で約 200 mgの カルシウムを含み、そのうち約 50%が体内に摂り込まれます。
ほかにも良質のタンパク質やビタミンDな ど、体内でのカルシウム吸収を助ける栄養素がたっぷ

りです。

○なにより大切な 10代の骨量決定期
10代後半から20代前半にかけて、からだとともに骨もすくすくと成長します。その人の最大骨量はこ

の時期に決定しますので、できるだけたくさんのカルシウムを摂取しましょう。学童期のカルシウム摂取

目標は 1日 500～ 800 mg、 思春期は 1日 600～ 900 mgで す。骨量をもっと蓄えるために、家庭でもカル

シウムたっぶりのメニューを考えてみましょう。

平成16年 3月 31日 から

「大矢野警察署」が「上天草警察署」に

名称が変わります
平成 16年 3月 31日 の「上天草市」発足に合わせ、現在の「大
矢野警察署」が 「上天草警察署」に名称を変更することとな

りました。

また、現在本渡警察署が管轄する龍ヶ岳町が、上天草警察

署が管轄することになり、青口ヶ岳駐在所も上天草警察署の駐

在所となります。

管轄区域改正に伴う警察行政事務手続については、下記の

とおりです。

運転免許証関係 について               |||1貴 泰警察署 TEL 62-0110

記載事項変更 (本籍・住所)については、合併時に変更の
手続は必要ありません。更新時に手続をお願いします。

※更新前に新住所に変更を希望する方は、上天草警察署又は運転免許センターで変更の届出を行っ

てください。

各種許認可関係 について
〇交通関係 (自 動車保管場所証明書等 )

合併前に交付済みの証明書、通知書等の住所表記については、合併時に変更手続は必要ありません。

○生活安全関係 (警備業務認定証等 )

合併時に変更の手続は必要ありません。許可証等の満期更新時に住所変更を行ってください。

※新住所に変更を希望する方は、3月 31日 以降に上天草警察署で変更の手続をすることができます。

史芸
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1月 1日 付けで、馬原清二さん (大字津留)

と山室英子さん (大字色見)が、法務大臣か
ら人権擁護委員に委嘱されました。

人権擁護委員は、皆さんの人権が侵されな

いように監視し、 もし、人権を侵された人が
いた場合には、相談相手になって救済するこ

とと人々の間に正しい人権の考え方を広め、

自由人権思想の啓発に努めることを目的に委

嘱されています。本町の人権擁護委員は下記

の 4人の方々です。

カルシウムたっぶりの

食生活をしましょう !
○日本人はカルシウム不足
脂質など過剰摂取が問題になっている反面、

カルシウムは常に摂取量が不足しています。

また、インスタント食品などが全盛の現在、

以前とは食習慣が変化してきており、こうした

食生活の変化もカルシウム不足の原因となって

います。

郷
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訛
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え
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み
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中
身
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違
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開
け
て
た
ま
が
る
玉
手
箱

勘
の
悪
さ
　
謎
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け
た
っ
ち
ゃ
糠
に
釘

も
う
他
人
　
貧
乏
す
る
と
減
る
身
内

国
訛
　
秘
湯
で
背
中
流
し
合
い

勘
の
悪
さ
　
何
べ
ん
馬
に
蹴
ら
る
る
か

見
苦
し
か
　
ま
た
始
ま
っ
た
手
前
味
噌

国
訛
　
犯
人
像
の
見
え
て
き
た

も
う
他
人
　
縁
つ
な
い
ど
る
養
育
費

勘
の
悪
さ
　
踏
ん
づ
け
ら
れ
て
感
じ
ら
ん

松岡

山室

本多

馬原

典子さん (大字高森)

英子さん (大字色見)

善忠さん (大字矢津田)

清二さん (大字津留)

TEL62-0386

TE162-1136

TE164-0410

TEL65-0003
● ●

後
藤
　
信
子

後
藤
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田
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再任された

馬原 清二さん
新しく委嘱された

山室 英子さん
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右から 2人目が岩下さん
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TEL 0969-24-0110大矢里予警察署  TEL 0964-56-0110
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平成 16年 1月 11日 、山口県の採卵鶏農場で高病原性鳥インフルエンザが発生しま
した。

これは、インフルエンザウイルス感染による家きんの疾病のうち鶏、七面鳥などに高

い死亡率を示す疾病で、一度感染すると高い場合には 100%の 致死率を示します。
病状的には、肉冠が暗紅色もしくは暗黒色に変色、脚部の皮下出血、日腔内に粘液が

溜まり首を振るような仕草をするなどがあり、鳥から鳥へ直接感染するだけでなく、水、

排泄物を介しても感染します。

防疫対策として、現在のところ治療薬やワクチンは日本にはありません。異常鶏の早

期発見に努めるとともに、鶏舎の消毒、農場への人の出入り規制、野鳥の侵入防止、衛

生害虫の駆除を徹底してください。

なお、鶏卵・鶏肉を食べることによリインフルエンザウイルスが人に感染することは

世界的にも報告はありません。

糞不明な点についてのご質問、異常な鶏を発見した場合は

熊本県阿蘇家畜保健衛生所 TEL 0967-22-0041

冬は夏に比べてエネルギーの消費量が少ないと考えられていますが、意外とエネルギーを消

費する季節です。家庭の中でも、エアコン/フ ァンヒーター/電気カーペット/こたつなどは、
特に要チェックです !ポイントを絞つた効果的な省エネで電気代の節約だけでなく、二酸化炭

素の排出を少なくして、地球温暖化の防止にもつなげましょう !

ご…●家庭でできる冬の省エネ 10ポイント●

○暖房は 20℃を目安にし、そのため衣類を工大します。

○暖房機器の不必要なつけっぱなしはやめます。

○テレビをいつもつけっばなしにしません。

○電気製品を使わない時は、プラグを抜きます。

○ムダな照明は、こまめに消します。

○入浴時のシャワー・お湯は、流しっぱなしにしません。

○電気カーペットやこたつは効率的に利用し、つけっぱなしにしません。

○近所への外出は、出来るだけ車に乗らないようにします。アイドリング

ストップもします。

○洗い物など、給油器の温度設定は低くします。

○温水洗浄便座は調節し、使わない時はふたを閉めます。

２
０
０
４
年
の
幕
開
け
を

「初

湯
」
で
楽
し
も
う
と
、
高
森
温
泉

館
で
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
大
勢
の
方
々
が
訪
れ

ま
し
た
。

大
晦
日
午
後
Ｈ
時
３０
分
の
開
館

と
同
時
に
多
く
の
方
が
来
館
し
、

年
越
し
そ
ば

の
サ
ー
ビ

ス
や
お

年
玉
抽
選
会
で
正
月
気
分
を
味
わ

い
、
そ
し
て
元
旦
の
午
前
０
時
に

は
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
の
ん
び
り

正
月
湯
に
つ
か
り
１
年
間
の
健
康

を
祈
念
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

大
広
間
で
は

『前
原
仁
田
神
社

獅
子
舞
』
や
温
泉
館
職
員
に
よ
る

『高
森
に
わ
か
』
で
、
新
年
の
初

笑
い
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

根
子
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を
望
む
露
天
風
呂
を
は

じ
め
、
ジ
ェ
ッ
ト
風
呂
、
電
気
風

呂
な
ど
１３
種
類
の
風
呂
が
楽
し
め

る
高
森
温
泉
館
。
地
域
の
方
々
の

ご
利
用
と
従
業
員
の
知
恵
と
努
力

に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

お
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玉

で
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し
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壌警
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〓
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職員による「高森にわか」  初入浴を待つ来館者 大好評だった年越 しそばのサービス
新年のあいさつを

行う永野支配人

白い息を吐きながら、完走を目指す児童

１２
月
・６
日

（火
）
、
高
森
中
央

小
学
校
が
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ね
ば
り
強
く
最
後
ま

で
走
り
続
け
る
た
く
ま
し
い
心
身

の
育
成
と
お
互
い
の
頑
張
り
を

認
め
合
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
全
校
児
童
が
３
つ
の

コ
ー
ス
の
中
か
ら
自
分
の
体
力
に

合
わ
せ
た
距
離
を
走
り
ま
し
た
。

児
童
達
は
１２
月
の
寒
空
の
下
、

沿
道
の
声
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を
受
け
な
が
ら
精

一

杯
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っ
て
い
ま
し
た
。
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鳥を飼養されている方ヘ

【
大
会
結
果

（本
町
関
係
）
】
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体
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第
３
位
南
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年
柔
道
ク
ラ
ブ

○
個
人
戦

３
人
抜
き

緒
方
　
零
斗

（小
学
２
年
）

津
留
　
恒
星

（小
学
２
年
）

立
山
　
宗

一
郎

（小
学
４
年
）

山
村
　
隆
博

（小
学
５
年
）

南
阿
蘇
少
年
柔
道

ク
ラ
ブ

１２
月
・４
日

（
日
）
、
山
鹿
市
総

合
体
育
館
で
熊
本
県
柔
道
協
会

主
催
に
よ
る
第
３１
回
熊
本
県
少
年

柔
道
練
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。４２
チ
ー
ム
、
１
、
１
４
０
人
が

参
加
し
た
大
会
で
は
、
南
阿
蘇
少

年
柔
道
ク
ラ
ブ
が
見
事
団
体
戦
第

３
位
に
輝
き
、
個
人
戦
で
も
各
選

手
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。
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まちを り、人を りま

う消防出初め式
4 月 1日

か ら

洗濯物をストーブで
乾かすことはやめましょう

「福祉バス」が廃直され

『田I屋バス』(曜眈)運行聞賠
少
Ъ
ヨ

▼

●

１
月
Ｈ
日

（日
）
、
高
森
中
央
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
新
春
恒

例
の
高
森
町
消
防
出
初
め
式
と
通
常
点
検
競
技
が
、
消
防
団
員

２
７
２
名
と
高
森
中
学
校
少
年
消
防
隊
員
１９
名
が
参
加
し
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰
な
ど
の
後
、
藤
本
町
長
が

「消
防
団
員
の
不
足

が
心
配
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も

一
層
の
訓
練
に
励
み
、
郷
土

高
森
を
災
害
か
ら
守
り
、
町
民
の
生
活
の
安
定
に
邁
進
し
て
ほ

し
い
」
と
式
辞
。
荒
牧
久
利
団
長
が

「今
年
も
団
員

一
丸
と
な
っ

て
、
町
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
、
火
災
ゼ
ロ
を
実
現
し
た
い
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

通
常
点
検
で
は
、
全
１３
分
団
と
高
森
中
学
校
少
年
消
防
隊
が

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
ま
た
、
高
森
幼
稚
園
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
も
点
検
を
受
け
、
か
わ
い
ら
し
い
演
技
に
会

場
か
ら
は
あ
た
た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
別
所
の
堤
で

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
出
初
め
式
を
終

え
ま
し

た
。

長年、地域の基幹的交通手段として運行し

ている乗合バスは、過疎化、少子高齢化、道

路交通網の発達等による自家用車利用者の増

加により、バス利用者が大幅に減少し、バス

運行が困難な状況となっています。また、町

からバス業者へ補助している金額も年々増加

しており、維持するための財源も非常に厳し

い状況です。今後も平成 13年に実施した「路

線バスに関するアンケー ト」の結果から、利

用者の減少傾向が続くと考えられます。

しかし、交通手段を持たない方々の交通の確

保も必要です。

このような状況を踏まえ、今回大幅な見直し

を行い、4月 1日から、現在運行している『福

祉バス』を廃止し『町民バス』 (仮称)の運行
を始めます。

住民の皆さんのご意見 。ご要望を集めなが

らより効果的に運行するよう努めていきます

ので、よろしくお願いします。

なお、これにより路線バス (産交バス)は
次のようになります。

○毎日運行

色見環状線 (色見経由・温泉館経由)

○週 2回運行 (1日 2往復)

高森環状線 草部南部線 車部北部線
津留線 河原線 尾下線
○廃止路線 (区間)

竹田線  取首～河内間

阿蘇広域行政事務組合消防本部
南部分署 TEL 62-9034

年頭の訓示を行う荒牧団長

1l TAKAMORI TOWN-2004.2
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通
常
点
検
競
技
で
優
勝
し
た
８
分
団

ご
′ヽ、、検
者
に
敬
礼
！
」

（幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）

空
高
く
水
の
ア
ー
チ
を
か
け
た

一
斉
放
水

●

●

●
整
然
と
し
た

の

フ
ツ

ス トーブは、寒い季節に欠かせないものですが、そ

の上で洗濯物を乾かすなどの間違った使い方をすると

火災の原因になります。

ス トーブで暖まった空気は上に昇 りますが、この空気の流れが洗濯物を揺 らした りしてス トーブの上に

落として しまうのです。

もし、新しく暖房器具を買い換える場合は、温風ヒーターなどのより安全なものをお勧めします。
パ

隊

10

●

通
常
点
検
審
査
結
果

●

第
１
位
　
８
分
団
　
後
藤
博
文
分
団
長

（上
色
見
全
域

・
色
見
小
倉
原
）

第
２
位
　
１２
分
団
　
岩
下

一
夫
分
団
長

　

　

（尾
下
全
域
）

第
３
位
　
２
分
団
　
桐
原
日
出
夫
分
団
長

（社
倉
を
除
く
草
部

・
芹
口
・
菅
山
）

町民バス乗車料金

大人 (中学生以上)

子供 (小学生)

小学生未満

※同一路線であれば、どこまで乗っても
料金は変わりません。

200円
100円

無 料

ト
Ｉ
Ｌ

※火災・救急・救助など緊急の場合は 119番ヘ
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路線図及び運行時刻表については、決定次第随時回覧等でもお知らせします。
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